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昆虫細胞から調整されたリコンビナント・ニューロプシン (rNP) を抗原とし，ラットモノクローナル抗体 mAbB5
及び mAbF12 が作製した。これらのモノクローナル抗体の性状を明らかとするため， ELISA 法を用い rNP と既存の
セリンプロテアーゼに対する親和性を mAbB5 及び mAbF12 に関して比較した。その結果， mAbB5 及び mAbF12 と
もにトロンビン，カリクレイン，組織型プラスミノーゲンアクチベーター (tPA) ，及びウロキナーゼ型プラスミノー
ゲンアクチベーター (uPA) に対して親和性を示さず， rNP に対してのみ親和性を示し， mAbB5 及び mAbF12 は rNP
にのみ高い特異性があると考えられた。次に， rNP の合成ペプチドに対する分解活性に及ぽす mAbB5 及び mAbF12


























ドリング発作が抑制されるのではないかと考え，ニューロプシンの特異抗体を作成し，これを zn vzvo において無麻
酔・無拘束下で脳室内注入することを試みた。その結果，ニューロプシン特異抗体はキンドリング発作を有意に抑制
し，ニューロプシンがてんかん発作の誘発に何らかの作用をしているものと推察され，これらの知見は，てんかん形
成の病理メカニズムの解明及び治療法の開発にとって有用であることを示した。従って，本研究は学位の授与に値す
るものと認められる。
